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Ⅰ. 学校概要 
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学 校 名 

所 在 地 

 

理 事 長 

校   長 

課程・学科 

沿 革 概 要 

相生学院高等学校 （富士コンピュータ株式会社） 

〒678-0044兵庫県相生市野瀬 700番地 TEL0791-24-0100 FAX0791-24-1001 

https://www.aigaku.gr.jp  Email:information@aigaku.gr.jp 

森 和明 

森 孔明 

広域通信制 普通科 単位制高等学校 

平成 19年 11月 16日 

 

 

平成 20年 03月 01日 

学校教育法(昭和 22年法律第 26号)第 4条及び構造改革特別区域法(平

成 14 年法律第 189 号)第 12 条の規定により兵庫県相生市より平成 19

年 11月 16日に認可される 

相生市野瀬 700番地に開校 初代校長 長谷川 好一 

加古川、姫路、神戸、大阪に学習センター開校 

平成 21年 02月 

平成 21年 04月 

平成 21年 09月 

平成 22年 04月 

平成 22年 08月 

平成 22年 09月 

平成 23年 01月 

平成 23年 09月 

平成 23年 10月 

平成 23年 12月 

平成 24年 03月 

平成 24年 04月 

平成 24年 07月 

平成 25年 03月 

平成 25年 04月 

平成 26年 03月 

洲本学習センター開校 

土屋 和男 第 2代校長に就任 東京学習センター開校 

東小金井学習センター開校 

神戸学習センター三ノ宮に移転 三ノ宮学習センターと改称 

東京学習センター 高田馬場に移転 

六本木学習センター開校 

明石学習センター、枚方学習センター開校 

鴻池学習センター開校 

岸和田学習センター開校 

奈良学習センター開校 

三ノ宮学習センター灘に移転 神戸学習センターと改称 

明石学習センター西明石に移転 猪名川学習センター開校 

枚方光善寺学習センター開校 東京学習センター高田馬場内にて移転 

岸和田学習センター閉校 

多可学習センター、名古屋学習センター開校 

尼崎学習センター開校 

 平成 26年 04月 

平成 26年 07月 

平成 26年 09月 

平成 26年 11月 

平成 27年 04月 

平成 27年 08月 

平成 27年 09月 

平成 28年 03月 

平成 28年 04月 

平成 29年 01月 

平成 29年 04月 

高砂学習センター、姫路南学習センター開校 

新潟学習センター、福岡学習センター開校 

東京学習センター渋谷に移転 高田馬場、池袋に学習センター開校 

高田馬場、枚方 両学習センター閉校 

三上 裕 第 3代校長に就任   東小金井学習センター閉校 

八王子学習センター、松本学習センター開校 

福岡学習センター閉校 

八王子学習センター閉校 

宍粟、三田、環境リサーチ加西、大分、岡山各学習センター開校 

西宮学習センター開校 

森 和明 第 4代校長に就任 
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平成 29年 08月 

平成 30年 03月 

平成 30年 04月 

平成 31年 04月 

令和 元年 07月 

令和 02年 10月 

令和 03年 03月 

令和 03年 04月 

令和 03年 05月 

令和 03年 09月 

令和 04年 04月 

令和 05年 03月 

令和 05年 05月 

尾道、尼崎駅前両学習センター開校 尼崎学習センター潮江に移転 

米子学習センター開校 

名古屋、鴻池、六本木の各学習センター閉校 

森 孔明 第 5代校長に就任、JR立花学習センター開校 

大崎学習センター開校 

伊丹学習センター開校 

淡路島学習センター開校 

大阪学習センター、高砂学習センター閉校 

大阪医療学習センター、岡山総合学習センター開校 

尼崎学習センター名神町に移転 

池袋学習センター閉校 

JR尼崎学習センター閉校 

岡山、伊丹、奈良、西宮の各学習センター閉校 

淡路島学習センター淡路市釜口にて淡路学習センターとして移転開校 

 

6 施 設 概 要  

 校 地 

 総 面 積   24,529㎡     運 動 場   13,709㎡ 

建 物 

 建物の名称 構  造 延 面 積 

 南    館 鉄筋コンクリート造 3階建 １，４１５ ㎡  

 北    館 鉄筋コンクリート造 3階建 １，６４９ ㎡  

 体 育 館 鉄骨造 ８７２ ㎡  

 体育器具倉庫 コンクリートブロック造 平屋建 ４１ ㎡  

 部 室 棟 コンクリートブロック造 平屋建 ８１ ㎡  

 プール付属棟 コンクリートブロック造 平屋建 ６０ ㎡  

 プ ー ル ＦＲＰ ４３５ ㎡  

 

7 施設の利用状況  

 

南 館 

1階…理事長室、校長室、職員室、事務室、放送室、保健室、 

南 103号室、南 105号室、倉庫  

2階…南 201号室、南 203号室、南 204号室、南 205号室、準備室 3 

 
北 館 

1階…北 101号室、北 103号室、準備室、倉庫 

2階…北 201号室、北 203号室、北 205号室、図書室、準備室 2 

 体 育 館 1階…体育館、ステージ  2階…準備室 2 

 設備棟その他 器具庫、倉庫、体育部室 14室、ポンプ室、プール管理棟 
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Ⅱ.学校経営の重点 

１  スクール・ミッション 

相生学院高等学校は、身体教育、情操教育と技能・知識教育との調和が、全ての教育の根幹と考える。

一人ひとりが、健康な身体と健全な価値観を備え、自ら学び、志を得、行動し、豊かな社会の実現に貢献

できるようになったとき、われわれの町や国は理想の社会となるのである。相生学院高等学校では、このよ

うな社会の実現に寄与すべく、一意専心の心構えで教育に当たる。 

 

2 スクール・ポリシー（三つの方針） 

（1） 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー） 

 ア 自ら学び、生きる原動力に変えることの出来る人材を育成する。 

 イ 自ら考え行動し、己を源とすることのできる人材を育成する。 

 ウ 独立自尊の気概を持ち、自他を愛することの出来る人材を育成する。 

 エ 国際感覚が豊かで、世界平和に貢献できる人材を育成する。 

 

（2） 教育課程に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

    ア  個に応じた教育課程の編成により、生きて働く知識・技能の修得等新しい時代に求められる資

質・能力を育成する。 

    イ  生徒の人間性の発達を促し、生徒自らの生き方と将来の人生設計を指導・援助する教育活動を

組織的に継続する。 

    ウ  生徒の持つ多様な個性や潜在能力を助成し、自らの意思で将来の進路選択ができるよう指導・

援助する。 

    エ  生徒同士が集う種々の学校行事の機会を通じて、生徒それぞれの人格のより良き発達を目指し、

自ら現在および将来における自己実現を図っていくための能力を育成する。 

    オ  人として最も重要な人権尊重の精神と態度を助成することが涵養であるとし、生徒個々の実態に

基づき、その発達段階に応じた他者を大切にする人権教育の取組を行う。 

 

（3） 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

  ア  将来の夢に向かって様々な知識や経験を積み重ねて大きく成長したい生徒。 

  イ  たくさんの仲間たちと一緒に励ましあいながら大切な時間を過ごしたい生徒。 

  ウ  多様な価値観を尊重しながら、他人を思いやり、互いの立場や特性を理解できる生徒。 

  エ  社会の一員として、社会規範を遵守することの大切さを理解し、社会的な自立を目指す生徒。 
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3 実施教育課程表  

〔2022年度以降入学生〕 

教科 科 目 区分 単位 教科 科 目 区分 単位 

国語 

現代の国語 必修 2 保健 

体育 

体育 必修 6 

言語文化 必修 2 保健 必修 2 

論理国語 

選択 

4 

芸術 

音楽Ⅰ 
選択 

必修 

2 

文学国語 4 美術Ⅰ 2 

古典探究 4 書道Ⅰ 2 

地理 

歴史 

地理総合 必修 2 

外国語 

英語コミュニケーションⅠ 必修 4 

歴史総合 必修 2 英語コミュニケーションⅡ 

選択 

4 

地理探究 

選択 

4 英語コミュニケーションⅢ 4 

日本史探究 4 論理・表現Ⅰ 2 

世界史探究 4 論理・表現Ⅱ 2 

公民 公共 必修 2 家庭 家庭総合 必修 4 

数学 

数学Ⅰ 必修 4 情報 情報Ⅰ 必修 2 

数学Ⅱ 

選択 

4 
学校設

定科目 

ボランティア 

選択 

2 

数学 A 2 漁業 2 

数学 B 2 農業 2 

数学 C 2 

総合的 

な探究 

の時間 

私たちと情報社会Ⅰ 

選択 

必修 

2 

数学Ⅲ 4 私たちと情報社会Ⅱ 2 

理科 

科学と人間生活※ 

選択 

必修 

2 私たちと伝統・文化Ⅰ 2 

物理基礎 2 私たちと伝統・文化Ⅱ 2 

化学基礎 2 文化交流と国際理解Ⅰ 2 

生物基礎 2 文化交流と国際理解Ⅱ 2 

化学 
選択 

4 私たちとこれからの社会 2 

生物 4 特別活動 必修 30 

注 1. 

   

選択必修は下記のとおりとする 

・「理科」は「科学と人間生活」を含む 2 科目、または「科学と人間生活」を除いた科目の

うち 3科目を必修とする 

・「体験学習」（学校設定科目）については普通特進科のみいずれか 1科目を選択必修とする 

・「総合的な探求の時間」については既修得単位を含み 3単位以上を必修とする 

・上記を除く教科については、区分ごとにいずれか 1科目を必須とする 

注 2. 「総合的な探求の時間」は既修得単位を含む 6単位を履修の上限とし、履修の順は同名科目

をⅠ、Ⅱ順またはⅠ、Ⅱのいずれかを履修し 3年次にて「私たちとこれからの社会」を履修

する 

 

（1）総合的な探究の時間について 

ア  「私たちと情報社会Ⅰ」「私たちと情報社会Ⅱ」 

情報処理の目標であった ITパスポートの取得のみにとらわれることなく、ICT・IoTや AIを主体的に

活用していくこれらの情報社会について考え、それに伴う情報モラルや最新トピックを、昨今の社会の変化
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に合わせ幅広く学びます。 

イ  「私たちと伝統文化Ⅰ」「私たちと伝統文化Ⅱ」 

ペーロン競漕だけではなく、相生市で行われる伝統的な行事・風習・文化・伝統工芸を通して、我が国

の伝統や文化について幅広く学びます。 

ウ  「文化交流と国際理解Ⅰ」「文化交流と国際理解Ⅱ」 

従来の世界文化遺産についての映像視聴や講義、留学生講演会活動に加え、英語圏のみならず海外

の方との交流の機会を増やし、異文化への理解を更に深めるとともに、日本の文化についても発信し、国・

地域を越えた相互理解、交流に取り組みます。 

エ  「私たちとこれからの社会」 

各Ⅰ・Ⅱでの学習活動を踏まえ、高校３年間の総まとめとして、将来の目標を生徒が自ら探していくこと

で、進路への関心を喚起するとともに、生徒のモチベーションを高め、これからの社会の展望をとおして、自

分の目標設定を行います。 

 

４ 年間行事計画 

【前期】                   【後期】 

4月 

 

 

5月 

 

 

6月 

 

 

7月 

 

 

8月 

 

 

 

 

9月 

 

 

 

 

6日 

9～12日 

10日 

20～24日 

29日 

3～5日 

10日 

21～23日 

2～4日 

12日 

19日 

２9日 

１9日 

20～23日 

26日 

27日 

28～30日 

2日 

４日 

５日 

7～10日 

30日 

第 17回入学式 

履修登録 学習ガイダンス 

就職ガイダンス 

三者面談 

前期レポート中間締切① 

前期スクーリング① 

第 1回就職説明会 

前期スクーリング② 

前期スクーリング③ 

前期レポート中間締切② 

前期レポート締切 

第 2回就職説明会 

就職校内選考 

前期補充スクーリング 

前期レポート再提出締切 

就職希望者事前指導 

前期補充スクーリング（予備） 

進学対策講座 

大学入試共通テスト説明会 

指定校推薦（進学）校内選考会 

前期単位認定試験 

第 17回前期卒業式 

10月 

 

11月 

 

 

 

 

 

12月 

 

 

1月 

 

 

 

2月 

 

 

 

3月 

17～20日 

28日 

6日 

 

8～11日 

16日 

25～30日 

28、２９日 

9日 

16日 

22日 

14～17日 

21日 

17日 

30日 

1～4日 

20日 

21日 

22日 

9～１５日 

 

28日 

後期スクーリング① 

後期レポート中間締切① 

スポーツ推薦入試 

特別推薦Ⅰ期入試 

後期スクーリング② 

創立記念日 

後期スクーリング③ 

前期単位認定試験補充 

後期レポート中間締切② 

後期レポート最終締切 

特別推薦Ⅱ期入試 

後期補充スクーリング 

後期レポート再提出締切 

後期単位認定試験 

推薦入試 

後期単位認定試験 

A日程入試 

卒業式予行 

第 17回後期卒業式 

年度末補充スクーリング 

年度末単位認定試験 

B日程入試 
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Ⅲ. 職 員 

1 教職員に関する情報（2024年 5月 1日現在） 

本務者 

理事長 １ 
兼務者（校内） 

教諭 ８ 

校長 １ 講師 1 

副校長 １ 兼務者（協力校・その他） 教諭 10 

教頭 ３ 事務長 1 

教諭 33 事務職員・その他 13 

      

2 校務分掌・組織図 
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Ⅳ. 生 徒 

 1 定 員 他   

  収容定員 / 570名   修業年数 / 3年以上 

  学  期 / 前期：4月 1日～9月 30日  後期：10月 1日～3月 31日 

 2 普通特進科の内訳 

情報処理コース、ITクリエイティブコース、ITドローンコース、通学特習キャリアコース、

進学コース、英語特進コース、医系総合（医学部）コース、医系総合（獣医・薬学・歯学部）

コース、個別対応コース、ステップアップサポートコース、ベーシックサポートコース、ホー

ムスクールコース、観光留学コース、化学分析コース、建築コース、調理師コース、美容師コ

ース、ネイリストコース、スポーツ（硬式テニス、ボクシング、駅伝、サッカー等）コース 

 

3 在籍生徒数                        ※2024年 5月 1日現在 

 男 子 女 子 計 

第 1 学 年 81 70 151 

第 2 学 年 122 87 209 

第 3 学 年 168 89 257 

計 371 246 617 

 

 4 卒 業 生 （年次別卒業生数） 

卒業年月 卒業回生 
卒業者数 

男 女 計 累計 

平成 21.3 1 8 9 17 17 

22.3 2 38 15 53 70 

23.3 3 69 43 112 182 

24.3 4 63 44 107 289 

25.3 5 82 45 127 416 

26.3 6 71 41 112 528 

27.3 7 90 62 152 680 

28.3 8 141 45 186 866 

29.3 9 126 58 184 1,050 

30.3 10 145 67 212 1,262 

31.3 11 128 81 209 1,471 

令和 2.3 12 148 66 214 1,685 

3.3 13 109 54 163 1,848 

4.3 14 141 75 216 2,064 

5.3 15 135 67 202 2,266 

6.3 16 155 79 234 2,500 

※9月度卒業生は年度末卒業に算入 
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（2023年(令和 5年)度卒業生進路内訳） 

男子進学 女子進学 男子就職 女子就職 男子その他 女子その他 計 

62 36 32 10 61 33 234 

 

5 2023年(令和 5年)度 主な進学先                 2024年 3月末現在 

【海外】 

Baylor University 

University of Central Arkansas 

【国公立大学】 

大阪大学 外国語学部 

神戸大学 人間科学部 

【私立大学】 

慶応義塾大学 環境情報学部 

北海道医療大学 心理科学部 

北海道教育大学 地域学校教育実践専攻 

東京基督教大学 神学部 

日本大学 文理学部 

立正大学 経済学部 

上武大学 ビジネス情報学部 2名 

常盤大学 人間科学部 

大東文化大学 国際関係学部 

立命館大学 文学部 2名 

同志社大学 文学部 

関西大学 外国語学部 

龍谷大学 文学部 

龍谷大学 経済学部 

近畿大学 経営学部 3名 

大阪体育大学 スポーツ科学部 

大阪商業大学 経営学部 

大阪青山大学 健康科学部 

大阪工業大学 工学部 

大阪電気通信大学 工学部 

大阪成蹊大学 教育学部 

大阪音楽大学 管楽器専攻 

千里金蘭大学  

【短期大学】 

国学院北海道短期大学            

豊岡短期大学  

HSU短期大学 

 

 

Youngstown State University 

 

 

神戸大学 理学部 2名 

奈良県立大学 地域創造学部 

 

阪南大学 国際学部 

摂南大学 理工学部 

京都美術工芸大学 芸術学部 

京都芸術大学 芸術学部 

甲南女子大学 人間科学部 

甲子園大学 心理学部 

芦屋大学 教育学部 

神戸女子大学 文学部 

神戸松蔭女子学院大学 文学部 

神戸国際大学 リハビリテーション学部 

流通科学大学 人間社会学部 

兵庫大学 現代ビジネス学部 ２名 

兵庫大学 健康科学部 

兵庫大学 教育学部 ２名 

兵庫大学 看護学部 

兵庫大学 生涯福祉学部 

姫路大学 教育学部 ２名 

姫路獨協大学 人間社会学部 ２名 

関西福祉大学 社会福祉学部 

関西福祉大学 教育学部 

福山大学 経済学部 

九州共立大学 経済学部 

 

 

近畿大学短期大学部 

兵庫大学短期大学部 
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【専門学校】 

栃木シティ学園 プロフットボール学科 

大阪ホテル・観光＆ウエディング専門学校 

大阪ベルエベル ﾋﾞｭｰﾃｨ＆ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 

大阪アミューズメントメディア専門学校 

大阪こども専門学校 

大阪リゾート＆スポーツ専門学校 

大阪医療専門学校 

HAL大阪 

神戸ブレーメン動物専門学校 2名 

神戸製菓専門学校 

神戸動植物環境専門学校 2名 

神戸理容美容専門学校 

神戸愛犬美容専門学校 

専門学校アートカレッジ神戸 2名 

 

 

日本栄養専門学校 

姫路医師会看護専門学校 

姫路情報システム専門学校 

姫路情報 ITクリエイター専門学校 3名 

姫路医療専門学校 2名 

放送芸術学院専門学校 

相生看護専門学校 

日本工科大学校 

トヨタ神戸自動車大学校 

尾道福祉専門学校 

広島会計学院ビジネス専門学校 

広島県理容美容専門学校 

広島美容専門学校 

沖縄県ラフ＆ピース専門学校 

 

6 2023年(令和 5年)度 主な就職先 

兵庫県警 

陸上自衛隊 

【民間企業】 

株式会社ウインズジャパンホールディングス 

株式会社上田工業 

株式会社花浄院 

株式会社クア・ソリューション 

株式会社サカイ引越センター 

株式会社叙々苑 

株式会社椿屋 

株式会社西播設計 

株式会社ソシエ・ワールド 

株式会社美和組 

株式会社ヤマダヤ 

株式会社ラ・ヴェリタ 

株式会社 Dcrews 

株式会社 K-TEC 

株式会社 ONE PRIDE 

株式会社 ZUND 

有限会社コウシン 

アビオ 

 

 

 

いすゞ自動車近畿 

英洋軒姫路青山店 

エムズ株式会社 

小野病院 

垣内歯科医院 

かめ家 

神鋼物流株式会社 

神和板金工業株式会社 

中垣テック 

中村塗装 

日清鋼業株式会社 

日本スピング株式会社 

ハマダ興行 

ヒューマンアイズ株式会社 

ホテル日航姫路 

ホテルモントレー 

マキウラ鋼業株式会社 

柳瀬株式会社 
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7 2023年(令和 5年)度 主な部活動の記録 

陸上部 

第 58回全国高等学校定時制通信制課程体育大会陸上競技会 男子走り高跳び 優勝   

   第 59回近畿高等学校定時制通信制課程体育大会陸上競技会 

    男子走り高跳び 優勝 優秀選手賞  砲丸投げ 2位 円盤投げ 3位 

テニス部 

   2023全国高等学校総合体育大会  男子団体準優勝   女子団体 優勝 

      第４6回全国選抜高校テニス大会    男子団体優勝   女子団体優勝     

サッカー部 

      第 100回全国高校選手権兵庫県予選  準優勝 

    ボクシング部 

      2023全国高等学校総合体育大会 ミドル級 出場 

 

Ⅴ. 校舎配置図等 
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Ⅵ. 本校及び学習センター一覧 

■相生本校 〒678-0044 兵庫県相生市野瀬 700番地      0791-24-0100         0791-24-1001 

【兵庫県】 

宍 粟 校 〒671-2560 宍粟市山崎町塩山 37-17      0790-67-0001         0790-71-0666 

姫 路 校 〒670-0936 姫路市古二階町 166      079-283-5656         079-283-8686 

加 古 川 校 〒675-0031 加古川市加古川町北在家 2723センタービル 3F      079-420-0100         079-423-7512 

多 可 校 〒679-1201 多可郡多可町加美区豊部 1879-1      0795-35-0081         0795-35-0082 

明 石 校 〒673-0011 明石市西明石町 5-15-16      078-926-1177         078-926-1800 

神 戸 校 〒651-0071 神戸市中央区筒井町 1-3-17      078-855-5511         078-265-5544 

三 田 校 〒669-1529 三田市中央町 5-19      079-564-1100         079-564-2888 

姫路南よべ校 〒671-1262 姫路市余部区上余部 88-25      079-227-7304         079-227-7306 

加 西 校 〒675-2113 加西市網引町 2001-39      0790-49-3321  

洲 本 校 〒656-0051 洲本市物部 2-14-5      0799-25-2185         0799-22-8005 

淡 路 校 〒656-2334 淡路市釜口 1326      0799-74-2220         0799-74-2221 

尼 崎 校 〒661-0021 尼崎市名神町 3-9-24古川ビル 2Ｆ      06-6480-5971         06-6480-5972 

立 花 校 〒661-0025 尼崎市立花町 1-13-3      06-6421-8068         06-7657-6582 

猪 名 川 校 〒666-0251 川辺郡猪名川町若葉 2-41      072-766-1256         072-766-7639 

【大阪府】 

大阪医療校 〒543-0045 大阪市天王寺区寺田町 1-7-1      06-6776-2244  

【東京都・新潟県】 

東 京 校 〒150-0011 東京都渋谷区東 1-26-30宝ビル 4F      03-6427-3454         03-6427-3413 

文京白山校 〒112-0001 東京都文京区白山 5-18-10 ﾌｭｰﾁｬｰﾋﾞｭｰﾋﾞﾙ 2Ｆ      03-5940-0411         03-5940-0414 

新 潟 校 〒950-0901 新潟市中央区弁天 3-1-20真友ビル      025-243-8556         025-384-0807 

【広島県・岡山県・鳥取県他】 

尾 道 校 〒722-0036 尾道市東御所町 1-20 ＪＢ本四高速尾道ビル 2Ｆ      0848-29-9911         0848-29-9912 

岡山総合校 〒703-8216 岡山市東区穴甘 65-12      086-201-2355         086-201-2365 

米 子 校 〒683-0805 米子市西福原 7-11-36      0859-21-0169         0859-21-0168 

 

 


